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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 2,098 18.2 59 △69.7 70 △66.2 61 △58.2 

2018年３月期第２四半期 1,775 74.1 197 － 209 － 146 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 7.93 － 

2018年３月期第２四半期 18.97 18.95 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 8,195 6,493 79.2 

2018年３月期 8,107 6,500 80.2 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 6,493 百万円   2018年３月期 6,500 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00 

2019年３月期 － 0.00      

2019年３月期（予想）     － 8.00 8.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
 

３．2019年３月期の業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,218 24.3 161 △32.8 177 △32.0 149 △27.8 19.30 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 9,332,400 株 2018年３月期 9,332,400 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 1,611,919 株 2018年３月期 1,611,918 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 7,720,482 株 2018年３月期２Ｑ 7,714,384 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業務等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。 

 

（日付の表示方法の変更） 

・「2019年３月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国の経済は、雇用環境及び企業収益の改善等が続き、個人消費に回復の兆し

が見られるなど、緩やかな回復基調で推移しており、海外における米国や中国及び欧州各国の政治情勢の変動や

金融政策動向等から先行き不透明感が依然としてあるものの、全体としては緩やかな成長を維持しています。 

この間、建設業界におきましては、市場環境は東京オリンピック関連工事が本格化するものの、資材価格・エネ

ルギーコスト・輸送価格が高騰し、建設技能労働者不足による労務単価の上昇する経営環境が続いております。 

このような状況下で当社の当第２四半期累計期間の業績は、過去の販売低迷期に受注した物件の取引が増加した

ことと、資材価格、エネルギーコスト、輸送価格の高騰や労務単価の上昇から採算が悪化し、更に賃貸していま

す岩瀬工場の排水設備の改修費用を計上した為、売上高2,098百万円（前年同四半期比18.2％増）、営業利益59

百万円（前年同四半期比69.7％減）、経常利益70百万円（前年同四半期比66.2％減）、四半期純利益61百万円

（前年同四半期比58.2％減）の増収減益となりました。 

 

事業別にみると、主力のスパンクリート事業は、過去の販売低迷期に受注した物件の取引が増加したことと、資

材価格、エネルギーコスト、輸送価格の高騰や労務単価の上昇から採算が悪化し、売上数量が前年同四半期比

44.8％増加し、売上高は1,942百万円（前年同四半期比20.0％増）、営業利益20百万円（前年同四半期比82.1％

減）の増収減益となりました。 

他方不動産事業は、オフィスビル４棟の賃料収入が安定収益源となっておりますが、賃貸しています岩瀬工場の

排水設備の改修費用38百万円を計上した為、売上高155百万円（前年同四半期比0.2％減）、営業利益38百万円

（前年同四半期比51.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ88百万円増加して8,195百万円となりました。

流動資産は13百万円増加しておりますが、これは主として、現金及び預金が449百万円減少、売上債権が485百万

円増加、たな卸資産が20百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は75百万円増加しておりますが、これは主として、機械及び装置が35百万円増加したこと等によるもの

であります。 

流動負債は148百万円増加しておりますが、これは主として、買掛金が44百万円増加、工事未払金が55百万円増

加、その他の内の未払金が28百万円増加したこと等によるものであります。 

固定負債は52百万円減少しておりますが、これは主として、長期借入金が59百万円減少したこと等によるもので

あります。 

純資産につきましては７百万円減少しておりますが、これは主として、期末配当による61百万円減少、四半期純

利益61百万円増加したこと等によるものであり、当第２四半期会計期間末の残高は6,493百万円となり、この結

果、自己資本比率は79.2％（前事業年度末80.2％）となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末比449

百万円減少（前年同四半期は258百万円の減少）して1,099百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、減少した資金は212百万円（前年同四半期は131百万円の減少）となりました。

これは主に、税引前四半期純利益70百万円、減価償却費54百万円、仕入債務の増加額99百万円、たな卸資産の減

少額20百万円等の増加があったものの、売上債権の増加額485百万円、法人税等の支払額29百万円等の減少が上

回ったものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、減少した資金は125百万円（前年同四半期は83百万円の減少）となりました。

これは主に、有形・無形固定資産の取得による支出138百万円等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、減少した資金は111百万円（前年同四半期は43百万円の減少）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出50百万円等と配当金の支払額59百万円の支出によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想については、2018年５月15日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,264,108 814,909 

受取手形 ※ 14,547 4,388 

売掛金 1,114,481 1,607,045 

完成工事未収入金 55,654 58,527 

有価証券 285,000 285,000 

商品及び製品 120,598 89,176 

仕掛品 3,132 6,699 

未成工事支出金 1,801 － 

原材料及び貯蔵品 46,678 55,950 

その他 41,798 39,647 

流動資産合計 2,947,803 2,961,345 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,094,353 1,091,499 

機械及び装置（純額） 81,020 116,420 

土地 3,052,641 3,052,641 

その他（純額） 30,284 88,150 

有形固定資産合計 4,258,299 4,348,711 

無形固定資産 91,450 83,981 

投資その他の資産    

投資有価証券 773,011 762,924 

その他 36,508 38,958 

投資その他の資産合計 809,520 801,883 

固定資産合計 5,159,270 5,234,576 

資産合計 8,107,073 8,195,921 

負債の部    

流動負債    

買掛金 57,716 102,073 

工事未払金 49,061 104,356 

短期借入金 500,000 500,000 

1年内返済予定の長期借入金 101,700 110,150 

未払法人税等 49,157 28,737 

賞与引当金 30,500 39,600 

その他 211,566 263,540 

流動負債合計 999,701 1,148,457 

固定負債    

長期借入金 59,300 － 

再評価に係る繰延税金負債 204,782 204,782 

その他 342,519 349,435 

固定負債合計 606,602 554,218 

負債合計 1,606,303 1,702,675 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2018年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,295,906 3,295,906 

資本剰余金 2,999,252 2,999,252 

利益剰余金 260,237 259,703 

自己株式 △370,594 △370,594 

株主資本合計 6,184,801 6,184,266 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 308,301 301,312 

土地再評価差額金 7,667 7,667 

評価・換算差額等合計 315,968 308,979 

純資産合計 6,500,769 6,493,246 

負債純資産合計 8,107,073 8,195,921 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 1,775,431 2,098,369 

売上原価 1,309,220 1,671,709 

売上総利益 466,210 426,660 

販売費及び一般管理費 ※ 268,443 ※ 366,799 

営業利益 197,767 59,861 

営業外収益    

受取利息 4,912 5,208 

受取配当金 4,300 5,194 

仕入割引 1,679 1,910 

その他 3,721 2,943 

営業外収益合計 14,612 15,257 

営業外費用    

支払利息 1,984 1,806 

休止固定資産諸経費 867 2,261 

その他 3 193 

営業外費用合計 2,856 4,261 

経常利益 209,523 70,857 

特別利益    

固定資産売却益 690 － 

特別利益合計 690 － 

特別損失    

投資有価証券評価損 35,726 － 

減損損失 7,412 － 

特別損失合計 43,138 － 

税引前四半期純利益 167,074 70,857 

法人税等 20,758 9,627 

四半期純利益 146,315 61,230 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 167,074 70,857 

減価償却費 29,198 54,786 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,820 9,100 

受取利息及び受取配当金 △4,315 △5,231 

有価証券利息 △4,896 △5,171 

支払利息 1,984 1,806 

投資有価証券評価損益（△は益） 35,726 － 

固定資産売却損益（△は益） △690 － 

減損損失 7,412 － 

売上債権の増減額（△は増加） △310,928 △485,277 

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,500 20,384 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 6,510 6,318 

仕入債務の増減額（△は減少） △32,043 99,652 

その他 △33,238 41,033 

小計 △124,885 △191,741 

利息及び配当金の受取額 9,209 10,402 

利息の支払額 △1,892 △1,792 

法人税等の支払額 △10,388 △29,146 

役員退職慰労金の支払額 △3,112 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー △131,068 △212,278 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 28 12 

有形固定資産の取得による支出 △54,314 △135,219 

有形固定資産の売却による収入 690 － 

無形固定資産の取得による支出 △35,714 △3,130 

貸付けによる支出 － △2,800 

貸付金の回収による収入 450 3,234 

保険積立金の解約による収入 5,020 － 

長期預り敷金の返還による支出 △36 △4,041 

長期預り敷金の受入による収入 178 17,973 

その他 － △1,493 

投資活動によるキャッシュ・フロー △83,697 △125,464 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △42,375 △50,850 

自己株式の取得による支出 － △0 

配当金の支払額 △510 △59,827 

リース債務の返済による支出 △778 △778 

その他 12 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,651 △111,456 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △258,417 △449,199 

現金及び現金同等物の期首残高 1,659,852 1,549,108 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,401,435 1,099,909 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※ 四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。 

 なお前事業年度の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形を満期日に決済が行

われたものとして処理しております。

 
前事業年度

（2018年３月31日）
当第２四半期会計期間
（2018年９月30日）

受取手形 15,822千円 －千円

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間 
（自  2017年４月１日 

  至  2017年９月30日） 

 当第２四半期累計期間 
（自  2018年４月１日 

  至  2018年９月30日） 

販売手数料 19,743千円 26,120千円 

役員報酬 22,469 26,341 

給料諸手当 86,602 99,222 

賞与引当金繰入額 7,000 9,900 

保守修繕費 4,289 46,167 

研究開発費 8,217 24,561 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期損益
計算書計上

額  
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,619,589 155,841 1,775,431 － 1,775,431 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 1,619,589 155,841 1,775,431 － 1,775,431 

セグメント利益 116,843 80,924 197,767 － 197,767 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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Ⅱ 当第２四半期累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期損益
計算書計上

額  
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,942,875 155,494 2,098,369 － 2,098,369 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 1,942,875 155,494 2,098,369 － 2,098,369 

セグメント利益 20,890 38,970 59,861 － 59,861 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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